
２章 標準レイアウト 
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２-1ドライバー系サイン 

（１）誘導サイン（国道沿道設置タイプ）：Ｆ型 

 

■基本レイアウト 

 

 

 

 

・盤面の横幅は最大寸法を 3500ｍｍとする。 

・長体をかける場合は 70％程度を限度とし、それ以上となる場合は、２段表記を検討する。 

・施設名の始まり前の余白は、206 ㎜程度とする。１つの盤に複数施設表示する場合は、余

白寸法を統一して左詰めとする。 

・施設名の文字高は、日本語：行間：英語＝1：0.25：0.5 とする。 

・ピクトグラムの大きさは、日本語＋行間＋英語の長さを 1 辺として配置する。 

・避難関連のピクトグラムも表記する場合は、施設のピクト・避難関連ピクトの順番で表記

する。 

・矢印と距離表示の間隔は 50 ㎜程度とし、視認性を確保する。 
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■作成例と基準寸法（１段表示・長体なし・ピクト２つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■作成例と基準寸法（１段表示・長体 80％・ピクト１つ） 
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■仕様概要 

素材：スチール 

支柱・梁材：溶融亜鉛メッキ塗装 

裏面：合成樹脂焼付塗装（ダークグレー） 
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【２施設の場合】                【１施設の場合】 

     

 
 
 

【２施設（うち、１施設は２段表記）の場合】   【１施設（２段表記有）の場合】 
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（２）誘導サイン（市街地沿道設置タイプ）：Ｆ型 

 

■基本レイアウト 

 

 

 

 

・盤面の横幅は最大寸法を 2800ｍｍとする。 

・長体をかける場合は 70％程度を限度とし、それ以上となる場合は、２段表記を検討する。 

・施設名の始まり前の余白は、206 ㎜程度とする。１つの盤に複数施設表示する場合は、余

白寸法を統一して左詰めとする。 

・施設名の文字高は、日本語：行間：英語＝1：0.25：0.5 とする。 

・ピクトグラムの大きさは、日本語＋行間＋英語の長さを 1 辺として配置する。 

・避難関連のピクトグラムも表記する場合は、施設のピクト・避難関連ピクトの順番で表記

する。 

・矢印と距離表示の間隔は 50 ㎜程度とし、視認性を確保する。 



 

26 

 

■作成例と基準寸法（２段表示・一部長体 75％・ピクト２つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■作成例と基準寸法（１段表示/長体 80％） 
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■仕様概要 

素材：スチール 

支柱・梁材：溶融亜鉛メッキ塗装 

裏面：合成樹脂焼付塗装（ダークグレー） 
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【２施設の場合】                【１施設の場合】 

     

 
 
 

【２施設（うち、１施設は２段表記）の場合】   【１施設（２段表記有）の場合】 
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（３）誘導サイン（歩行者兼用タイプ）：I型 

 

■基本レイアウト 

 

 

 

 

・盤面は 3600 ㎜×600 ㎜を基本寸法とする。 

・歩道に設置するため、横幅が広くなる２段表記は、歩行者並びにドライバーの走行に支障を

きたす恐れがあるため、極力避ける。 

・進行方向を指し示すことが最重要なため、I 型の誘導サインは、盤面上部から矢印・距離表

示・ピクトグラム・施設名の順にレイアウトすること。 

・避難関連のピクトグラムも表記する場合は、施設のピクト・避難関連ピクトの順番で表記す

る。 

・施設名の文字高は、日本語：英語＝1： 0.5 とする。 

・施設名は下端のアクセントカラーに重ならないように配置する。 
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■作成例と基準寸法 
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■仕様概要 

素材：スチール 

支柱・梁材：アルマイト（シルバー）クリア塗装 

裏面：合成樹脂焼付塗装（ダークグレー） 
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2-2歩行者系サイン 

（１）案内サイン 

 

案内サインは、盤面を３つの項目に分けて、それぞれ示すこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①サイン種別表記部分→p.33 

②地図部分→p.34 

 

③凡例部分→p.38 

 

 



 

33 

①サイン種別表記部分 

 

■標準レイアウト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■作成例と基準寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イメージキャラクター等を掲載する必要がある場合は、当盤面上部レイアウト内に収まる

ように配置することを基本とする。 



 

34 

②地図部分 

 

■標準レイアウト 

※上記の距離表示は地域案内図の場合 
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【地図面配慮事項】 

＜総合案内サイン＞ 

・表示範囲：神栖市全域 

・表示面寸法 ：H：960mm×W：960mm 

・縮尺： 1／20,000 程度 

・方位：常に北上位 

・市名を記載 

・設置位置を中心に、２km メッシュライン 

・地域案内図を併設する場合は、地域案内図表示範囲を赤線で記載（方位は地域案内図に合致

させる） 

＜地域案内図＞ 

・表示範囲：現在地を中心に 1.5～2km 四方程度 

・表示面寸法： H：960mm×W：960mm 

・縮尺：1／1,000～1／1,500 程度 

・方位：案内図に向かって前方が上 

・町丁名を記載 

・設置位置を中心に 200ｍメッシュライン 

＜共通＞ 

・市境、道路、河川等水辺、公園・緑地、建物シルエット等について、視認しやすい色彩によ

って区分し図示 

・地図中の右上に方位、右下にスケール及び地図の作成年月日を表示 

・「現在地」を記号及び日本語、英文で表示 

・各図のメッシュにライン間隔を基に、施設立地位置案内英数字（上辺横軸に英大文字、左辺

縦軸に数字）を記載 

・メッシュライン間隔を各図面下辺に記載 

 

 



 

36 

 

 

■作成例（地域案内図） 
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■案内図内の色彩等の基準 
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■標準レイアウト 

【凡例部配慮事項】 

＜共通＞ 

・案内図範囲に立地する主な公共公益施設の位置を確認できるよう、段順、五十音順に施設名

を記載。 

・記載施設の名称が該当しない段は除外。 

・施設立地位置案内英数字を記載（Ａ２、Ｄ３など） 

・施設名（日本語）、施設ピクトグラム、避難所等ピクトグラムの順で表示し、施設名下部に

英語表示。 

・表示スペースが不足する場合は、優先して表示すべき事項を検討し、施設名称等についても

支障の無い範囲で一部を省略。 

・文字や記号等の表記については、原則として表記基準に従う。 
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■凡例の作成例とレイアウト寸法
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■仕様概要 

フレーム ：アルミ押出形材 アルマイト（シルバー）クリア塗装 

アルミ押出形材 着色アルマイト（ステンカラー） 

表示基板 ：t1.5 アルミ板 合成樹脂焼付塗装（ダークグレー） 

化粧パネル：t1.5 アルミ板 合成樹脂焼付塗装（ダークグレー） 

裏パネル ：t1.5 アルミ板 合成樹脂焼付塗装（ダークグレー） 
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■作成例と基準寸法（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表面 

※盤面の横幅は、フレーム部分を除いた寸法。 
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【配慮事項】 

・設置場所の見通しが良く、歩行者

による背面側からのアプローチが

考えられる場合には、インフォメ

ーションマークのピクトグラムを

表示すると共に案内図の種類を記

載する。 

・背面への配慮の必要がない場合に

は、素材色のダークグレーとし、

塗装は行わない。 

 

裏面 
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（２）誘導サイン 

 

■基本レイアウト 

 

 

 

 

【配慮事項】 

・長体は 70％程度を限度とし、それ以上となる場合は、２段表記を検討すること。 

・支柱の右側に盤を設置する場合は、施設名の始まり前の余白は、15 ㎜程度とする。（支柱

の左側に設置する場合は、ピクトグラムからの余白を 15 ㎜程度とする。）１体に複数盤表

示する場合には、余白寸法を統一して支柱側寄せとすること。 

・ピクトグラムは施設ピクトと災害避難関連ピクトのそれぞれ１つずつ、合わせて最大２つ

までとする。 

・施設名は必要に応じ短縮表記等を採用し、長体・カーニングを必要以上に行わないように

する。 

・矢羽根２枚を使用して１施設を表示する場合には、２枚が一体のものとして新式できるよ

うにレイアウトする。その場合、英文表記は、和文表記との倍率にこだわらず、大きく表

記しても良い。 
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■作成例と基準寸法（1 施設矢羽根１枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■作成例と基準寸法（1 施設矢羽根１枚・長体 90％・ピクト２つ） 
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■作成例と基準寸法（1 施設矢羽根２枚） 
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■仕様概要 

表示基板 ：アルミ押出形材 アルマイト（シルバー）クリア塗装 

フレーム ：アルミ押出形材 アルマイト（シルバー）クリア塗装 

プラケット：アルミ押出形材 特殊プラケット 

支柱   ：支柱－アルミ押出形材 着色アルマイト（ステンカラー）クリア塗装 

上蓋－アルミ鋳物 合成樹脂焼付塗装（シルバーグレー） 
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【6 枚（裏面不使用有）】    【6 枚（２枚使用有）】       【５枚】 

 

【４枚】          【２枚】           【１枚】 

 【矢羽位置の考え方】 

 

３枚以下の場合は可能な限り、矢羽位置

は１方向に揃える。ただし、両左右に誘

導する場合はこの限りではない。 
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歩行者系 位置サイン 

 

■基本レイアウト 

 

 

 

 

・位置サイン内に他施設の誘導表記を行う場合には、矢印を上部にレイアウトし、進行方向

をわかりやすく示す。 

・矢印は、ピクトグラムに対し中央揃えで配置する。 

・駐車場等、施設内の誘導案内は、施設名より下部に表記する。 
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■作成例と基準寸法 
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■仕様概要 

フレーム ：アルミ押出形材 アルマイト（シルバー）クリア塗装 

アルミ押出形材 着色アルマイト（ステンカラー） 

表示基板 ：t1.5 アルミ板 合成樹脂焼付塗装（ダークグレー） 

裏パネル ：t1.5 アルミ板 合成樹脂焼付塗装（ダークグレー） 

 


